
 

 

 

 

 

 

平 成 29 年 

 

第11回教育委員会会議録 
 

（開会 平成29年10月23日） 

（閉会 平成29年10月23日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県可児市教育委員会 

 



平成29年10月23日午後０時58分開会 

会場：市役所４階第３会議室 

 出席委員 

篭橋義朗君（教育長）          丹羽千明君（教育委員） 

星野京子君（教育委員）         生駒隆昌君（教育委員） 

伊藤小百合君（教育委員） 

 

 説明のために出席した者 

長瀬治義君（事務局長）         細野雅央君（教育総務課長） 

三品芳則君（学校教育課長）       川合 俊君（文化財課長） 

山口 功君（郷土歴史館長）       玉野貴裕君（学校給食センター所長） 

今井竜生君（学校教育課主任指導主事）  堀田 誠君（教育研究所主任指導主事） 

渡邉謙吾君（学校教育課指導主事）    牛江明美君（学校教育課学校支援係長） 

辻原詩織君（学校教育課学校支援係） 

 

 出席委員会事務局職員 

石原雅行君（教育総務課総務係長）    本田雄太君（教育総務課総務係） 
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 日程及び審議結果 

 １ 開 会 

 ２ 前回会議録の承認 

 ３ 教育長報告 

 ４ 教育委員報告 

 ５ 議 事 

  ①報告第８号 可児市学校給食センター運営委員会委員の解嘱及び委嘱について

（原案承認） 

  ②議案第23号 平成29年度全国学力・学習状況調査の調査結果の取扱いについて

（原案可決） 

  ③議案第24号 可児市教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について（原案

可決） 

  ④議案第25号 要保護及び準要保護児童生徒の認定について（原案可決） 

 ６ 各課所管事項 

 ７ 委員からの提案協議事項 

 ８ その他 
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開会 午後０時58分  

開会の宣告 

○ 教育長（篭橋義朗君） 皆さんこんにちは。 

 平成29年の第11回教育委員会会議を開催したいと思います。 

 きょうは、時間が午前中から午後に変更しまして御心配をおかけしました。台風につ

いては、金曜日の時点で大型であるということと、それから進路予測を勘案しまして、

金曜日の午前中で、月曜日の学校等、行事は休校とするという判断をさせてもらいまし

た。ちょっと早かったかなあと思いますが、きょうの朝の状況からすれば、ぎりぎりよ

かったかなあと思いましたし、子供たち、教員、保護者においても迷うことなく対応で

きたのではないかなあと思って、ほっと胸をなでおろしておるところであります。台風

一過ですが、会議を開催したいと思います。 

 まず、定足数につきましては、委員の過半数を超えているということで、会議は成立

しますので、開会をしたいと思います。 

 

前回会議録の承認 

○ 教育長（篭橋義朗君） それから、次に前回の会議録の承認であります。 

 ９月の第10回教育委員会会議の会議録について。 

○ 教育総務課長（細野雅央君） １点、訂正をお願いしたいと思います。 

 本日お配りしました議事録の24ページの部分ですが、下から６行目、星野委員の発言

の中で、当初「西可児中も」という発言でございましたが、これを「東可児中も」とい

うことで１カ所訂正をお願いしたいと思います。 

 あとの部分につきましては、特に変更はございません。以上です。 

○ 教育長（篭橋義朗君） では、今の報告のとおり変えさせていただきまして、承認と

いうことで、よろしくお願いいたします。 

 

教育長報告 

○ 教育長（篭橋義朗君） では、次に教育長報告ということでございますが、10月２日

に伊藤委員に対する辞令交付が行われましたので、ここで最初ですので、伊藤委員さん、

就任挨拶を少しお願いしたいと思います。 

○ 教育委員（伊藤小百合君） 10月２日に任命をいただきました伊藤小百合と申します。 

 子供が広陵中に１年生と帷子小に４年生がいまして、本当にまだ小・中と現役の子育

て中です。いろいろまた御指導いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○ 教育長（篭橋義朗君） じゃあ、伊藤委員さん、よろしくお願いいたします。 

 それから、９月には小学校、瀬田幼稚園の運動会、また各中学校の運動会等ございま

した。また平牧地区、帷子地区、春里地区の地区の運動会にも行ってまいりまして、多

くの中学生がボランティアとして参加してくれていました。地元のほうも、中学生を頼

りに運動会をやられておりますので、今後も地域との連携の象徴的なものとして参加し

ていってもらえるとうれしいなあと思いました。 

 それから、この10月になってから教育長訪問ということで、各学校に訪れて、先生方

お一人お一人の顔を拝見しながら、子供たちの様子も含めて回っております。例年は人



－２－ 

事の関係もございまして、そういう協議も含めて教育長訪問をしてきておりましたが、

今年度は、校長先生以外の幹部の方々、教務主任、生徒指導主事、生徒指導の担当の先

生方のお話をじっくり聞きたいということで、ちょっと形式を変えまして、また当日の

資料も、ほぼ名簿、そのときのスケジュール表だけで授業案は書かなくてもよろしいと

いうことで、各先生方においては相当の減量化ができたのではないかなあと思っており

ます。今後も、この教育長訪問についてのあり方を、学校の多忙感解消のためにも少し

変えていきたいと思っておりますので、またこれについては後ほどの協議の中にも入っ

てくると思います。委員さん方の御意見もまたお聞かせいただきたいなあと思います。 

 それから、中学校の可茂地区の駅伝大会がありまして、10月14日ですが、駅伝大会が

ありました。東可児中と蘇南中でしたか、男女の優勝がありまして、子供たちの本当に

頑張っている姿を拝見してきました。 

 それから、10月15日に、「荒川豊蔵作品の魅力」ということで講演会が久々利公民館

で行われました。100名弱のお客さんが見えまして、荒川豊蔵の作品の魅力についての

講演がございましたので、またこれも紹介をしておきます。 

 教育長の報告としては以上でございます。 

 

教育委員報告 

○ 教育長（篭橋義朗君） 続きまして、教育委員の報告ということで、この１カ月間の

委員としての活動がございましたら、お願いしたいと思います。 

○ 教育委員（丹羽千明君） こんにちは。 

 それでは、３点ほど報告させていただきます。 

 ９月30日に今渡北小学校の運動会が行われました。天候に恵まれ、大変児童の元気な

笑顔あふれる運動会でございました。今渡北小は、最近900名の児童を超えたというこ

とでしたが、大変まとまりのあるものでした。応援団長が４名いるんですが、そのうち

２名が外国籍の児童さんだったということで、大変皆さん溶け込んで、認められた存在

ということで、すばらしかったです。 

 それから９月30日、同じ日ですが、蘇南中吹奏楽部の定期演奏会がａｌａの宇宙のホ

ールで行われました。これは第30回の記念の回となりまして、100名近い部員の演奏、

また３年生は最後の演奏ということで大変思い入れがあったと思います。すばらしい演

奏でございました。その中で、３年生の方が、私たちは土・日休まずに練習を今までし

てきたんですけど、新しい学年になったときにどちらかを休まなきゃいけないので、ま

た苦労もあると思いますみたいな話がございましたので、子供たちにとってどうかなあ

ということを考えさせられました。 

 それから、10月８日、今渡地区の市民運動会がございました。幼児からおじいさん、

おばあさんまでたくさん参加がございましたけれども、今渡地区では44回続いておりま

して、大変地域の交流の場となっておるわけですけれども、中学生のボランティアの参

加によって運営が大変スムーズにいきまして、中学生の子たちの真面目でやっていただ

く態度というのも皆さん大変感動されておりました。 

 以上、報告させていただきます。ありがとうございます。 

○ 教育委員（星野京子君） こんにちは。 



－３－ 

 私は、９月30日、兼山小学校の兼山ふれあい運動会に出席しました。兼山独特で、地

域の皆さんと一緒の午前と午後に小学校の部、市民の部というふうに分かれていまして、

行われているわけですけれど、兼山小学校は63人という人数の学校ですけれど、本当に

声も元気で大きく出ていて、とても迫力のある運動会でした。そして、地域の方も一緒

になってやるわけですから、学校と地域の連携といいますか、そういうことがとても伝

わってきて、毎年言っていると思うんですけど、本当にすばらしい運動会でした。 

 それと、10月８日、瀬田幼稚園の運動会に行ってきました。前日が雨で１日延びたん

ですけれど、当日すばらしいお天気で、初めて見させていただいたんですけれど、本当

に子供たちが一生懸命やっていて、先生方の御指導も本当に毎日一生懸命やってくださ

っているのが子供たちの姿を通してよくわかって、本当にいい運動会でうれしかったで

す。 

 10月14、15日、可児市の健康フェアがあったと思うんですけれど、その15日の午前中

のほう、ちょっと行きまして、特別支援学級の出展のほうを見させていただいて、二、

三、雑貨等購入したんですけれど、お客さんに対しての呼び込みとかも一生懸命やって

いて、また作品というか、商品ですか、とても雑貨も木工も、ここ２年ぐらい行ってな

かったんですけど、とてもよくなっているというとおかしいかもしれないですけど、と

てもすてきで、わあ、これもあれもというふうに買いたくなるぐらいとても上手にでき

たいたので、これも日ごろ先生方の御指導と毎日のやっている継続の力が、そういった

ものに、作品にあらわれているんだなあということを思い、感心した次第です。以上で

す。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） こんにちは。 

 10月８日に、星野委員と同じく瀬田幼稚園の運動会に参加いたしました。教育長の代

理ということで御挨拶をさせていただきましたけど、可児市立、公立の幼稚園としては

１園ですが、本当に広見グラウンドを借りての運動会ですので、瀬田幼稚園の中での開

催ではないですが、本当に保護者の方たちも協力しながらいろんな道具を運び、先生た

ちも少ない人数の中で一生懸命に競技を考え、その中でおじいさん、おばあさんと我々、

来賓の競技というものがあって、いつもは本当に単純なだるま落としみたいなのだった

んですけど、ことしはちょっと趣向を変えて、玉入れで下に風船が割れるというような、

ちょっと変わった趣向のものをやりまして、それにもう本当におじいさん、おばあさん、

星野委員も参加されて一生懸命やってみえましたが、本当にそういった趣向も凝らしな

がら、地域の中での幼稚園というものをしっかりやっていただいておるなというふうに

思いました。 

 また10月15日、私も星野委員と一緒で健康フェアのほうに参加させていただきまして、

そのときに特別支援学級のバザーのほうを見てまいりました。星野委員も先ほど言って

みえましたけど、物すごい商品が豊富になってきて、以前はギンナンを拾ったものとか、

苗をつくったりとかいうものでしたけど、最近では、私も買いましたけど、座布団、本

当に小さな座布団の中に綿をいっぱい、ぱんぱんに入った座布団をつくってみえて、す

ごいなあと。あとは鉛筆立てだとか、本当に細かいものから大きなものまでつくって、

元気に呼び込みをしてやってみえました。やはり支援学級ということになると、いろい

ろ予算のほうも最近は限られてきていて、ああいったものをバザーしたりすることによ
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って材料費を得たりして、また次の作品をつくるということもやってみえるので、そこ

の部分も今、特別支援の生徒たちも多くなってきているので、少し何らかの形で協力で

きるようなことがあればなあというふうに思いました。以上です。 

○ 教育委員（伊藤小百合君） 改めまして、こんにちは。よろしくお願いいたします。 

 10月８日に、帷子地区の市民運動会に行ってきました。２年間連続で雨のため中止だ

ったそうですけれども、ことしは日差しが強くて快晴の中開催されました。 

 ここは団地などが集まっていますので、８グループに分けて、未就学児からお年寄り

まで幅広い年齢層で、結構思ったよりも参加がありました。応援も団地でもちろん集ま

ってやっているんですけれども、グループごとに盛り上がっていましたし、その団地の

中というだけでなくて、団地同士の交流、広がった地域の交流もできていて、すごく望

ましいことだと思いまして、また続けていけたらなあと思いました。 

 10月14日に、南帷子小学校の運動会と春里小学校の運動会が重なっていたんですけれ

ども、南帷子のほうが開会式が先でしたので、先に南帷子のほうに行ったんですけれど

も、この日は天候がすごく心配されていまして、前日も小雨決行ということで、大降り

にならなければ開催するということで御連絡をいただきまして、実際、当日怪しい雲行

きの中だったんですけれども、開催されまして、南帷子小も春里小も赤・白の２団とい

うことで、小ぢんまりとした人数で運動会がされていました。 

 特にちょっと自分の中で目についたのは、南帷子小学校の中で２年生の競技だったん

ですけれども、リレーの中で、ただバトンを渡してという競技ではなくて、ボールを２

人で協力して挟んだりして、すごく協力しないとできなかったりとか、あとその中にも

ジャンプしたりとかという、いろいろな種目というか、項目というか、動きが、取り組

みがあって、それがすごく印象に残っていまして、普通の競技だけじゃなく、それを見

ていて、やっている本人たちもすごく楽しくやっているように見えましたし、見ている

応援しているほうも、わあ、子供たち頑張れというふうに、すごく応援してあげたい気

持ちにもさせられるような種目で、すごくよかったと思っています。 

 春里小は、ちょっと後から行ったので余り見られなかったんですけれども、こちらの

ほうも学校自体が、グラウンドが小ぢんまりとしていまして、２団体というか、赤団と

白団とあったんですけれども、グラウンドが小さいということもあって、すごく人数が

集約されて、目いっぱい運動場を使っているという感じがありまして、応援もすごくず

うっと声を子供たちが出したまま頑張っていましたので、また何か違った、人数が少な

いなりにもすごく和気あいあいとした運動会で楽しく見ることができました。以上です。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ありがとうございました。 

 報告は以上です。 

 事務局のほう、指摘等ございましたら、また参考にするようにしてください。 

 

議事 

○ 教育長（篭橋義朗君） では、議事に入ります。 

○ 事務局長（長瀬治義君） 本日の議事４件お願いします。 

 一つ、報告第８号 可児市学校給食センター運営委員会委員の解嘱及び委嘱について、

２番、議案第23号 平成29年度全国学力・学習状況調査の調査結果の取り扱いについて、
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３．議案第24号 可児市教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について、４．要

保護及び準要保護児童生徒の認定について、これが議案第25号ですね。 

 以上、報告１件、議案３件でございます。よろしくお願いいたします。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 本日の議事は４件であります。簡潔な説明をしてください。 

 このうち、議案第24号 可児市教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について、

さらに、議案第25号 要保護及び準要保護児童生徒の認定について、及びその他の可児

市要保護及び準要保護児童生徒の就学援助費の支給要綱の一部改正について、児童生徒

校内事故、問題行動、交通事故等の記録についてに関しては、個人情報やプライバシー

に関する情報のため、あるいは意思形成にかかわる案件のため、教育委員会会議規則第

14条の規定により非公開といたしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 そうしましたら、異議ないようでございますので、非公開として、議事の進行上、最

後といたします。 

 では、まず報告第８号 可児市学校給食センター運営委員会委員の解嘱及び委嘱につ

いてを議題といたします。 

○ 教育総務課長（細野雅央君） 議案書の１ページをごらんください。 

 この報告につきましてですが、給食センター運営委員会の委員の委嘱について、伊藤

委員に関する案件でございます。 

 したがいまして、この報告第８号につきましては、伊藤委員のいわゆる自己に直接利

害関係のある事案でありまして、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第14条第６

項によりまして、教育長及び教育委員は、自己、配偶者もしくは３親等以内の親族の一

身上に関する事件または自己もしくはこれらの者の従事する業務に直接利害関係のある

事件については、その議事に参与することができないと規定をされております。ただし、

教育委員会の同意があるときは会議に出席し、発言をすることができるとなっておりま

すので、その取り扱いについてよろしくお願いしたいと思います。 

○ 教育長（篭橋義朗君） という規定がございますが、皆さん、同意していただけます

でしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 では、異議ないようですので、同意するということで進めていきます。 

○ 学校給食センター所長（玉野貴裕君） 報告第８号、１ページでございますが、可児

市学校給食センター運営委員会委員の解嘱及び委嘱について。 

 可児市学校給食センター運営委員会委員の解嘱及び委嘱について、次のとおり専決処

分したので、これを報告し、承認を求める。平成29年10月23日提出、可児市教育長 篭

橋義朗。 

 記、専決処分書。 

 可児市教育長に対する事務委任規則第４条第２項の規定により、次のとおり専決処分

する。平成29年９月29日専決、可児市教育長 篭橋義朗。 

 可児市学校給食センター設置条例第８条第２項の規定により、委員として委嘱してい

ます教育委員会委員の担当役員の交代により、伊藤教育委員を委員として委嘱するもの

でございます。 
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 任期につきましては、前任者、小野口委員の残任期間であります平成30年３月31日ま

でとなります。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ただいまの報告でございます。慣例によりまして、新たに伊

藤委員さんを委員にするということですが、皆さん御異議ございますでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 ないようでございますので、小野口委員の残任期間、平成30年３月31日までの委員就

任よろしくお願いいたします。 

 それでは、次に、議案第23号 平成29年度全国学力・学習状況調査の調査結果の取扱

いについてを議題といたします。 

○ 学校教育課長（三品芳則君） 続いて、２ページをごらんください。 

 議案第23号 平成29年度全国学力・学習状況調査の調査結果の取扱いについて。 

 平成29年度より実施された全国学力・学習状況調査の調査結果は、下記のとおり取り

扱うものとする。平成29年10月23日提出、可児市教育長 篭橋義朗。 

 記、平成29年度全国学力・学習状況調査の調査結果の取り扱いについて、可児市教育

委員会は実施要領を前提として参加しているため、調査結果等の取り扱いについても実

施要領に基づき、次のとおり行うこととする。 

 ①文部科学省から提供を受けた児童生徒に関する調査結果及び学校質問紙に関する調

査結果等について、可児市情報公開条例第７条第５号の規定を根拠として、同条例にお

ける非公開情報として取り扱うこととする。 

 ②可児市教育研究所において集計・分析した集計結果の概要及び今後の活用の方向性

について、市ホームページに掲載することとする。 

 別紙資料としまして、１枚裏表のものが添付されておりますので、ごらんください。 

 これにつきましては、先月の教育委員会会議で御説明をさせていただきました。詳細

につきましては、また後ほど詳しく伝えさせていただきます。以上でございます。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ただいまの説明のとおり、この調査結果の概要については、

可児市全体の傾向としてホームページで公開していくということになります。 

 御質問・御意見ございますでしょうか。 

〔挙手する者なし〕 

 ないようでありますので、提案のとおりとして取り扱いたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

 

各課所管事項 

○ 教育長（篭橋義朗君） それでは、次に各課所管事項についてお願いしたいと思いま

す。 

○ 事務局長（長瀬治義君） 私のほうからは、12月議会の日程をお知らせします。 

 開会が11月30日となります。その後、一般質問は12月に入ってしまいますが、12月５、

６日が一般質問の予定というところであります。それ以外については、次の教育委員会

でお知らせします。以上です。 

○ 教育総務課長（細野雅央君） それでは、11月の予定表をごらんください。 
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 11月の予定表の裏面の16日以降の部分についてでございます。 

 まず連絡事項といたしまして、11月22日水曜日午後３時から総合教育会議を開催いた

しますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、それに先立ちまして、16日木曜日に議会の教育福祉委員会委員との懇談と

いうことで、あらかじめ係長のほうから、まず一報、メールをさせていただいておりま

すけれども、一応この日の午前中に懇談をやるということで、さきの総合教育会議と合

わせまして、時間とか、あるいは議題につきましては、この会議が終わった後に連絡を

させていただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○ 学校教育課長（三品芳則君） ２点お願いします。 

 まず１点目は、教育長訪問に関することです。 

 先週までに16校中、半分の８校の訪問が終わりました。全教職員の授業参観と幹部職

員との懇談を行っております。どの学校へ行っても、子供たちが前向きに課題に取り組

み、仲間とともに深め合い、そして教師も笑顔で一緒になって追求する姿が見られます。

幹部職員との懇談会におきましては、笑顔の学校を創造するための学校の取り組みや可

児市の教育施策に関する意見交換等を行ってまいりました。また、来年度の教育施策の

計画等々に生かしていく予定でございます。 

 ２点目、次に教員の時間外勤務に関することについてお知らせをいたします。 

 前回、６月の調査では、約500名の教員のうち、38.5％が80時間以上の時間外勤務を

しております。25.1％が60時間から80時間未満の時間外勤務でありました。全体の約

63.6％の、人数でいきますと、500名の職員のうち、300名ほどの職員が60時間以上の時

間外勤務を行っているという実態がございました。今回、また９月にも第２回目の県教

委の調査がございまして、その調査におきましては、80時間以上の時間外を記録した教

員は20.9％に減りました。60時間以上80時間未満の時間外勤務の者は、27.2％に減りま

した。60時間以上、時間外勤務のあった職員を合計しますと、全体の約48.1％、６月と

比べますと15％ほど減りまして、約220名ほどの職員が60時間以上の時間外勤務をして

いるというような実態となりました。 

 今まさに県教委の働き方改革を受けながら、各校においても早帰りの日を設定したり

とか、会議をなるべく少なくしたりというようないろんな取り組みをしながら、多忙化

解消に向けて取り組んでいるところでございます。 

 学校教育課からは以上でございます。 

○ 文化財課長（川合 俊君） 文化財課からは、報告及び行事予定等につきまして５点

ほど説明させていただきます。 

 まず１点目は、美濃金山城跡の発掘調査についてです。 

 ９月４日から開始した古城山頂上部の本丸部分の調査ですが、予定より少し延長して

先週いっぱいまで行いました。その成果等につきましては、昨日、一昨日に開催されま

した「山城に行こう！」の中で一部報告させていただきました。 

 続きまして、２点目は、可児御嵩インターの周辺の発掘調査の開始についてです。現

在のところ、具体的な開始日は決まっておりませんが、11月から３月中旬ごろまでの期

間で、埋蔵文化財の分布の範囲を確定させるための試掘調査を行います。調査面積が広

いということもあり、調査業務は市が直接行うのではなく、発掘調査を行うことができ
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る民間事業者に委託いたします。 

 ３点目は、講座募集のチラシを配付させていただいておりますけれども、「市史から

学ぶ可児の歴史講座」の開催についてです。この市民講座は11月２日から４回シリーズ

で、毎週木曜日の夜、広見公民館ゆとりピアで開催するもので、講師には可児市史の執

筆者をお願いしてあります。 

 ４点目は、11月25日と26日の２日間、栃木県佐野市で開催される「全国山城サミット

ｉｎ佐野」への参加についてです。全国山城サミットとは、山城がある市町村が、情報

交換などを通して山城を生かしたまちづくりを考えることを目的として1994年に始まっ

たもので、昨年10月末現在で、全国で93団体が加盟しているものです。 

 最後に、これも案内チラシを配付させておりますが、「美濃桃山陶の聖地 随縁に集

う」の開催についてです。このイベントは、11月29日から12月３日までの５日間、荒川

豊蔵資料館などを会場として行われるもので、観光交流課の事業ですが、文化財課及び

郷土歴史館も協力して行っていきます。 

 少し長くなりましたが、文化財課からは以上です。 

○ 郷土歴史館長（山口 功君） それでは、郷土歴史館から御報告いたします。 

 きのうまでで国際陶磁器フェスティバルの期間が終了いたしました。入場券としまし

ては７館共通のチケットということで、その効果は絶大でございまして、この期間中、

本当に多くのお客様に御利用されました。何人見えたとか、そういう報告につきまして

は後日させていただきたいと思います。 

 次に、行事予定を見ていただきたいと思います。 

 11月３日ですが、文化の日、これは例年恒例でございます入館無料デーを行います。

可児郷土歴史館及び荒川豊蔵資料館を無料とさせていただきます。また、おいでいただ

きたいと思います。 

 それから、裏面へ行きまして、11月16日に帝京可児小の「昔のくらし体験」がござい

ます。昭和時代のいろんな器具を使いました体験を各小学校、これから１月、２月にか

けて、３月までかかると思いますが、各小学校でこの暮らし体験を順次行っていく予定

でございます。 

 それから、29日からは、文化財課長からもありましたが、「随縁に集う」公開をさせ

ていただきたいと思います。 

 最後に、カラー刷りのチラシがお手元にある関係、「”荒川志野”に魅せられて」と

いうＡ３・２つ折りの資料でございます。これは、現在行っております荒川豊蔵資料館

では、染野コレクションということで「”荒川志野”に魅せられて」、これは荒川豊蔵

さんがつくられた茶わんが今、萩、それから東京国立近代美術館にございますが、これ

の里帰り展ということで、なかなか今後は見られない展示となっておりますので、ぜひ

ごらんいただきたいと思います。 

 それから、この共同企画といたしまして、郷土歴史館のほうでは、荒川豊蔵さんが各

地、楽、萩、唐津、信楽、備前、こちらへ出向かれて作陶された作品を共同企画展とし

て開催しておりますので、２館回られる方は大変お得ですよと、現在そんな状況でござ

います。12月３日まで開催をしておりますので、ぜひお立ち寄りいただきたいと思いま

す。以上でございます。 
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○ 学校給食センター所長（玉野貴裕君） 学校給食センターからは、12月議会の補正予

算の要求について、１点御案内させていただきたいと思います。 

 給食センターで調理を賄うための管理経費でございますが、そちらのほうに今年度不

足が生じましたので、11月下旬に開会予定の可児市議会第５回定例会において、需用費、

修繕費の補正予算の要求を行いますので、御承知おきくださるようお願いしたいと思い

ます。 

 これは、調理機器に供給しておりますプロパンガスの施設でございますが、こちらの

経年劣化によるふぐあいのため、ガスの供給ができなくなる可能性が高く、調理業務の

停止を防ぐための修理が必要となり、補正予算要求をさせていただくものでございます。

いわゆる液化燃料を強制的に気化させてガス状になったものを館内の調理機器に送って

おるものなんですが、そちらの調整器でございますが、調整器自体が故障の可能性が高

いというふうで、交換とあわせて本体のメンテナンス、修理についての業務を行うとい

う補正予算の要求でございます。給食の安定的な供給のために必要な要求を行っていき

たいと思っております。 

 御承知おきいただきますよう、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 以上で各課の所管事項の説明は終わりました。 

 委員さん方、何か御質問・御意見ございますでしょうか。 

○ 事務局長（長瀬治義君） 補足です。 

 今、給食センター所長が申し上げました補正予算の話につきましては、次の教育委員

会会議に資料を提示させていただいて、議題というふうにさせていただきますので、お

願いします。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 御意見等ございませんでしょうか。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 学校教育課長にお尋ねいたします。 

 季節的なこともあって、残業というか、時間外勤務も大分減ってはきておると思うん

ですけど、教育長が今学校訪問をされている中で、やっぱり現場の教職員の皆さんの意

識改革というものは、多少なりとも進んでおるように感じられることがあるのかどうか、

ちょっとお尋ねしたいんですけど。 

○ 学校教育課長（三品芳則君） 当然、校長を筆頭に意識改革をということは十分され

てきております。郡上市のああいう件もありましたので、本当に喫緊の課題というよう

なことで受けとめ、職員みずからが改革していかないかんということは当然みんなわか

ってはおるんですけれども、そういう中でも、やっぱり教員の中には、私もそうですけ

れども、これだけはやっぱりやりたいとか、こだわりとか、譲れん部分があるというよ

うなことで、どうしても時間がかかるところはあるにはあるんですけれども、そういう

中でも、さらにここは削って、これは頑張ってというようなことを軽重つけながら今は

やっているところです。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 本当にそういう気持ちでやっていただかないと、なかなか

やっぱり数字的に50％を超えておるということは、半分以上の方が時間外勤務をやって

みえるということですので、やはり現場の先生たちも、管理職さんだけじゃなくて、少

し自分でやれる時間を上手に使うということをちょっと心がけていっていただきたいな

あというふうに思いますので、また今後もよろしくお願いいたします。 
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○ 教育委員（星野京子君） じゃあ、それに関連して、本当に例えば中学校等ではブラ

ック企業と言われるぐらい残業が多くて大変で、私たち教育委員もいつももう少し働き

方というか、残業が減ったらいいんじゃないかなということを思っていて、いつも学校

訪問させていただいたときにもそういう議題を出していたんですけれど、やはり県から

の働き方改革のが出て、このように数字的にもしっかりやれよということで出てきたと

いうことも本当に、これでそういう県からのお墨つきがついたので、残業を減らしたと

いうふうな感じにはとれてしまうんですけれど、本当に生駒委員が今言われたように、

上手に時間を使って効率よく、本当に譲れないところは授業の準備等であると思うんで

すけど、そこのところはやはりある程度というか、県から言われたということじゃなく

て、本当に先生御自身たちが疲れないで、子供たちのために元気にやってほしいなとい

うことを思っていますので、よろしくお願いします。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 今の御意見もごもっともで、ずうっとやってきて、私のほう

からもいろいろ挨拶等でも言ったりしている中で、やっぱり今までは精神論的に早く帰

りましょう、自分の体を大事にしましょうというようなことだったんだけれども、やは

りこれは先生方のこれまでの長い歴史が覆ることになって、なかなか非常に難しい問題

だなあというのは僕も最近思ってきて、やっぱりこれは教育委員会のほうから制度的に

何かこうしなさいということを多少なりとも言ってあげないと、ここまでは減りました

けど、これ以上減らすには、やっぱりそういうことをしてあげないと、先生みずからで

はなかなか難しいかもしれないと思いましたので、これから教育委員会のほうでも議論

しながら、学校に指示を出すというような形をとっていきたいなあと思いますので、ま

たこれからの議論ですけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

 ほか、御意見・御要望等ございますでしょうか。 

〔挙手する者なし〕 

 では、ないようですので、各課所管事項については終了します。 

 

委員からの提案協議事項 

○ 教育長（篭橋義朗君） 次に委員からの提案協議事項について、何かございますでし

ょうか。 

〔挙手する者なし〕 

 では、きょうはまだこれからほかにも議案がありますので、これにて終了します。 

 

その他 

○ 教育長（篭橋義朗君） 最後に、総務から次回の日程等、教育総務課長、お願いしま

す。 

○ 教育総務課長（細野雅央君） それでは、11月の教育委員会会議につきましては、11

月20日月曜日午前９時から、場所は４階の第１会議室のほうになります。よろしくお願

いしたいと思います。 

 それから12月ですが、12月は18日月曜日午前９時からとしたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

 よろしいですか。 
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〔「大丈夫です」の声あり〕 

 じゃあ、12月は18日月曜日９時からということで予定のほうをよろしくお願いしたい

と思います。 

○ 教育長（篭橋義朗君） それでは、ただいまの予定でスケジュールを組んでおいてい

ただきたいと思います。 

 では、ここで一旦休憩をしたいと思いますので、この後、教育政策会議を行います。

あの時計で１時50分に再開したいと思いますので、トイレ休憩等よろしくお願いします。 

休憩 午後１時45分  

再開 午後４時07分  

○ 教育長（篭橋義朗君） それでは教育委員会を再開します。 

 

（以下非公開） 

（以上非公開） 

 

閉会の宣告 

○ 教育長（篭橋義朗君） 本日の予定は、これで全てですので、これにて教育委員会を

閉じさせていただきます。ありがとうございました。 

閉会 午後５時06分  


